
１　ブラジルについて

　 ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国 （ República  Federativa  do

Brasil）は、南米大陸で最大の面積を有する。国土面積は

8,511,965km2で日本の約 22.5倍（世界第５位）である。

ウルグアイ、アルゼンチン、パラグアイ、ボリビア、ペ

ルー、コロンビア、ベネズエラ、ガイアナ、スリナム、フ

ランス領ギアナと国境を接している。人口 2億 0768万人

(2017)で世界第 5位。地域的には五つに分かれ、それらの

地域は 26の州（Estado エスタード）と 1つの連邦直轄区

（首都ブラジリア）から構成されている。2016年の GDP

は 1兆 7986億ドルであり、経済規模は世界 9位、南米で

は首位である。

　ブラジルと言えば…

　サッカー、サンバ、アマゾンの大自然、コーヒーである。サッカー大国であるブラジルは、ワール

とカップで唯一の５度の優勝を誇る。クラブチームも名門・強豪が多く、国民のサッカーに対する情

熱は凄まじいものがある。クラブチームの試合後には、暴動が起こ

ることも多々ある。ブラジルのサッカーが強い要因として、公立学

校が午前で終わり、午後からたっぷりとサッカーに打ち込める環境

があることがあげられる。TVで見るような裸足でサッカーをする

姿は本当によく見られ、ファベイラ（貧困街）からスターを夢見て、

サッカー選手を目指す子どもたちも多くいる。

　リオのカーニバルは世界的にも有名である。１チームのパレード

の時間は、８０分もある。その間、踊り子たちは踊り続け、バテリア隊という演奏メンバーも８０分

間、同じリズム・テンポで演奏し続けなければならない。１年前から、練習はスタートし、山車や衣

装は全て手作りである。厳しいオーディションもあり、サッカーと同様に、子どもたちから憧れるも

のとなっている。ブラジルでは、“エスコーラ・ジ・サンバ（サンバの学校）”と言われ、各チーム

がサンバを通し、子どもたちと大人たちが一緒になり、一つの音楽を創り上げていく。それはまさに

“学校”そのものである。ブラジルにとってサンバは、教育の一環であるのだ。
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　アマゾンの大自然もブラジル

を象徴するものだ。世界の全河

川の３分の２に当たる水量を誇

り、地球上の酸素の３分の１を

供給している。広大な大自然の

中で、絶滅危惧種の動物たちも

多く存在している。

　コーヒー豆生産量は、全世界

の３分の１を占めている。現在まで約１５０年間世界一の生産量を誇っている。ブラジルでのコー

ヒーの飲み方は、濃い目のコーヒーを小さなコーヒカップで飲むのが一般的。または、ミルクと混ぜ

たり、砂糖をたっぷりと入れて飲む。朝昼晩、いつでも飲む。

　サンパウロについて

　サンパウロ（São Paulo）は、ブラジル南東部に位置

するサンパウロ州の首府で、市の人口は 1,100万人以上。

近郊を含む都市圏人口は 2060万人で世界第 10位であ

る。標高 800mにある南米最大、ブラジル最大の商業都

市である。日本をはじめ各国の企業が進出し、駐在員の

数も多い。ブラジル経済の 70%はサンパウロ州が占め

ている。気候や土壌、地形に恵まれているためコーヒー

生産も盛んである。日本と緯度が近く、日系人の多くは

この州に住む。気候は、夏の１２月〜２月は３０℃を超える暑さが続く。夕方には、スコールが降り、

涼しさを感じることができる。スコールの影響で、よく停電したり、道路に川の水が反乱したりする

ことも多々ある。冬の６月〜８月は、１５℃くらいで非常に住みやすい環境となる。

　サンパウロと言えば、やはり治安の悪さだ。貧富の差が

非常に激しい。ブラジルを理解するためには、富裕層の生

活と貧困層の生活の両方を知ることが大切である。お金持

ちの中には、ヘリコプターを所有し通勤している。ヘリコ

プターの個人所有は、ニューヨークを抜いて世界１位であ

る。一方で、サンパウ

ロの街には、ファベイ

ラという貧困層の人々

が暮らす地区がある。

ホームレスも多く、強盗も頻繁にある。殺人事件は年間約３５００

件、ピストル強盗は年間約４０万件である。ピストル強盗に関して

は、日本の約５００倍である。（H29サンパウロ日本人学校領事館

安全研修より）



日系移民について

　ブラジルを語る上で、日系移民の存在は必要不可欠である。３年間の在

外派遣生活の中で、日系の方にどれだけお世話になったか、感謝しかない。

１９０８年、神戸港から日本人７８１名を乗せた笠戸丸がサントスへ向け

て出発した。これが第１回目の移民である。約５０日かけてサントス港に

たどり着いた。ブラジルについてからの生活は、想像を超えるものだった。

コーヒー園の働き手として、朝から晩まで奴隷のように働かされた。真面

目な日本人は、一生懸命に働いたが、ブラジル人は日本人に対して

「Japones Garantido（ジャポネイス・ギャランティーノ：日本人は信頼

できる）」と言って、その働き

ぶりを皮肉った。しかし、それ

でも日本人は、真面目に働き、いつしかブラジル人から本

当に信頼されるようになった。日本人は、子どもたち（２

世、３世）に教育をしっかりと行い、医師や弁護士などに

育て上げ、日本人がブラジル社会で生きていけるようにし

た。今では、ブラジル一の大学であるサンパウロ大学の４

０％を日系人が占めている。また、日本から運んできた野

菜の種をブラジルの地で育て、ブラジルに野菜を広めた。

それまで、ブラジル人はあまり野菜を食べる習慣なかった

ようである。かつてブラジルには、「りんご」がなかったが、現在では消費量・生産量共に世界第５

位のシェアを誇る。日本人は「野菜の神様」と呼ばれ、現在のブラジル食文化へ大きな影響を与えた

もしかするとブラジルは、日本よりも“日本”を感じる場所かもしれない。

２　サンパウロ日本人学校の特色

　サンパウロ日本人学校は、全校約 200人小学部１年から中学部 3年ま

である。単級全 9クラス。1クラス 15～35人程度。1年間で全体の 1/3に

あたる 60名〜70名が編入、かつ退学する。転出入が非常に激しい。職員

員構成は、校長、教頭各１名。日本からの教諭 15名。学校採用の教諭 4

人。養護教諭１名。事務 4名,労務員 3名,警備 6名などである。コーヒー

だけを入れる仕事をしている方もいた。サンパウロ市中心部から南西に

20kmほどの Campo limpo地区にある。この地区は、市内でもトップクラスの治安の悪さ。校舎は築

44年。東京ドームの約 2.5倍の広さ。H29に創立５０周年を迎えた。通学方法は、12台の中型バスで

送迎している。片道 40分前後である。



　施設は充実していて

大運動場、サッカー

コート、プール、広場

教室、コーヒー園、バ

ナナ園などがある。全

教室には、治安の関係上、鉄格子がついている。敷

地が広いため、教室間の移動には時間がかかる。運

動不足が課題である子どもたちにとっては、走り回

ることができる最高の環境である。

ブラジルならではの取組

　敷地内は、まるでジャングルのように自然に囲まれている。バナナ園

やコーヒー園があり、行事として、コーヒー狩りなどを行っている。音

楽の授業では、サンバを習う。ブラジルの指導者に来てもらい、バテリ

ア（楽器）の練習をしたり、プロのサンバ

ダンサーを招き、サンバの練習もする。

総合の学習では、ポルトガル語やブラジ

ル文化についての学習を小１から中３ま

で週１時間行っている。ネイティブス

ピーカーと話す英会話の授業も小１〜中３まで週１時間行っている。

他にも総合の時間には、ビバカン！という世界で活躍する方々を招き、

講話や授業をしてもらう。

２大行事

　２大行事である運動会とカンポリンポ祭がある。運動会では、紅

白ではなく黄団・緑団に分かれ、熱

い戦いが繰り広げられる。カンポリ

ンポ祭では、午前の部に低中高・中

学部の舞台発表があり、午後の部で

は、全校でサンバを行う。２つの行

事もとても盛り上がり、保護者の期待値も非常に高い。

各学年の行事も盛り沢山

・ 小 1・・・遠足、近くの小動物・農園訪問

・ 小 2・・・サンパウロ水族館(買い物体験), CORREIO(郵便局)見学・手紙投函体験

・ 小 3・・・スーパー見学、大規模農園見学



・ 小 4・・・浄水場見学、消防署見学

・ 小 5・・・自動車工場(トヨタかホンダを隔年で),放送局(現地 Band TVとNHKブラジル支局)見学近くの

町(70km 離れたAtibaia)で宿泊学習。

・ 小 6・・・修学旅行(飛行機で 1000km 離れた首都ブラジリアへ),移民資料館,老人介護施設訪問

・ 中学部・・1 泊 2日の宿泊学習。1.2年生は 2日間の職場体験学習。修学旅行(2年。パンタナール)

３　教育実践（力を入れて行ったこと）

英語科としての仕事

授業（英語教師としての試される力量）

　日本人学校に集まる生徒は、保護者共に学習に対する意識が高い

傾向にある。授業参観では、保護者の出席率は、毎回１００％であ

る。しかも両親で来ることがほとんどだ。そのため、教室は当然の

ごとく満杯になり、高学歴の保護者の目が光る。特に英語は、中学

部に入学してきた段階で、クラスの半分以上が英語を流暢に話す。

２級を取得して卒業する生徒が多く存在する。中には、英検準１級、

TOEI985 点の生徒もいた。もうすでにネイティブである。その中

で、どうやって生徒に更なる“英語力”をつけさせるか、毎回２人

のALTと打ち合わせをし、様々な工夫をこらし、実践した。教科書をしっかりと行いながら、即興ス

ピーチ、ディベート、長文のライティング、CM作り、映画作りなど発展的なことも行った。特に大事

にしたことは、英語を活用させる場面をふんだんに取り入れることはもちろん、相手を意識させなが

ら、コミュニケーション能力を磨いていった。声の大きさ、目を見る、相手の英語を共感的に聞く、

伝えたいことをいかに心を込めて伝えるかに焦点を当てた。そうすることで、「ただ英語をベラベラ

と話す」ことから「相手のことを考えた“心ある英語”を発信できる」ようになってきた。

　英語の授業以外にも、「英会話」の授業も行った。少人数（４〜６人）に分かれ、５０分間、英語

を使い続ける授業が展開する。ビギナークラスでは、その日のトピック（場面）を設定し、その場面

にあった英語を教え、トレーニングやゲームを通して、会話をしていく。聞く話すが中心である。上

級クラスでは、まとまりのある英文を読み、Question and answerを行ったり、そこから自分の意見を

言わせたりしている。人数が少ない分、英語を使う機会が多く、週１回ではあるが、生徒にとっては

英語の Speakingと Listeningのスキルを上げることができる授業となった。JETはコーディネーター

となり、グループ編成や ALT２人と授業内容を打ち合わせする。JETも英会話の授業を行った。



インターナショナルスクールとのやり取り（進

路）

　駐在員の仕事柄、転勤が多く、日本に帰らず、他の国

に“横移動”することが多々ある。その他にも、ブラジ

ルにあるインター校に行く生徒もいる。そのため、生徒

の進路の一つにインター校がある。英語教師は、推薦状を書くなどインター校とのやり取りもしなけ

ればならない。３年間の中で、２０名以上の推薦書を書いた。なかなか大変な仕事であった。ちなみ

に、ブラジルのインター校を視察したので、紹介したい。以下、セント・ニコラス校の紹介。

＜特徴＞

　生徒は、ブラジル人、アメリカ人、イギリス人、日本人、韓国人、中国人など様々。教員の出身国

も様々。ホームルーム（クラス）がなく、自分の履修すべき授業に参加するスタイルである。授業は

全て英語で行われている。※英語以外の言語は、その言葉を用いて行っている。

＜授業例＞

英語：生徒が本を読み、教師が英語で質問していく。（Question and answer）３つの授業を見たが、

どれもその形であった。テキストを使いながら Grammarの授業もある。

生物：一人一人が動物の歯の形・特徴を調べ、パワーポイントを使い、英語で３分程度のプレゼンを

していた。

科学：原子記号のテストを行っていた。知識を定着させる場面もある。

数学：ホワイトボードの机に、数字や図を描きながら、グループで協力しながら課題を解決していく。

日本語：授業は日本語で行われ、生徒も日本人。写真を見せて、ここから何が感じられるか、各々意

見を日本語で述べていく。

社会：大きなテーマがあり、各グループに分かれ、小テーマを決め、それを調べていく。１年かけて

行っていくグループワーク。日本の総合的な学習の時間に似ている。

交流（国際理解を取り扱う大事な分掌）

　サンパウロ日本人学校では、主に２つの交流が行われた。１つは、日本語学校（日系）との交流。

もう一つは、現地校との交流である。特に日本人学校では、１つ目の日本語学校との交流に力を入れ

ている。分掌の仕事として、本当にやりがいのあるものであった。

イビウーナ日本語学校との交流

４月に中学部がイビウーナへ宿泊学習をする。その際、日本語学校との交流を行う。２世、３世の

老壮会の方々と当時の苦労話や日本人としてどのように日本の文化を伝えてきたのかなどグループに

なり、会話をしていく。また、日本語学校に通う児童生徒とは、日本の遊びをしながら、交流を行う

「ブラジルにもう一つの日本がある」そんな気持ちを抱いた。



６月、運動会に招

待し、競技などで交

流する。５０周年記

念 企 画 で は 、 イ ビ

ウーナ青年会に太鼓

を叩いてもらい、会

場全員を巻き込み５

０ ０ 人 で 盆 踊 り を

行った。とても感動的だった。

＜イビウーナ日本語学校について＞

　1948年設立。イビウーナに住んでいる日系の子ども達が午前

中、ブラジルの現地学校に通い、午後に日本語学校で勉強して

いる。設立当時は、日本の学校と同じ教科書を使って国語や算

数を勉強していた。今は外国人向けの日本語教科書を使って日

本語を勉強している。日本語の学習は、読み書き中心（指示は

日本語とポルトガル語）。習字、体育、百マス計算、そろばん

もしている。４歳から１５歳までの子ども達が２５名いる。教

室に飾られている掲示物は、日本の歴史人物を詳しく紹介したものや日本の歴史について日本語でま

とめられたものが掲示されていた。とてもきれいな字で質の高いものであった。日本人学校との交流

も毎年行われている。

グァタパラ日本語学校との交流

８月に小５〜中３の中で、有志を募り、引率も含め約４０名

で５時間かけて、グァタパラにホームステイに行く。グァタパ

ラは、日本移民発祥の地である。今では、野菜や養鶏、牧場で

有名な場所である。そんな歴史ある場所に毎年、ホームステイ

をしに行くのだ。多くのおもてなしを受け、交流していく中で、

日本や日本人について深く考えさせられる。心ある交流の中で、

児童生徒は大きく成長する。

９月、カンポリンポ祭に招き、日本の文化祭を体験してもら

う。また、全校サンバで共に歌い交流する。彼らは、文化祭をとても楽しみにしている。これらの交

流を通して、日本とブラジルの架け橋となる人材が育ってほしいと願う。

＜グァタパラ日本語学校について＞

日本人学校との交流が盛んで、３０年以上の交流がある。毎年、日本

人学校の児童生徒がホームステイでお世話になっている。日本語の教育

を続けていく中で、日本の古き良き伝統や文化を継承している。課題と

して、日本語の必要感のなさも挙げられている。現実問題として、日本

語を勉強するなら英語を勉強した方がよいと考える方も増えている。



現地校との交流

　サンパウロ日本人学校では、現地校との交流も盛んに行っている。

近くの学校に訪問したり、来てもらったりと毎年、２〜３校と交流

を行っている。内容は、スポーツ交流、学校紹介、アイスブレイク

などである。言葉がポルトガル語

であるため、児童生徒はポルトガ

ル語や英語を使って交流していく。

ブラジル人は、本当に積極的でと

ても陽気である。日本人の児童生徒は、最初は照れがあるものの、

徐々に積極的になり、別れ際には、ハイタッチをしたり、抱き合った

りする光景も見られる。

　ブラジルという国は、移民国家であり様々な人種が混在している。そんな中で、日本から移民して

きた日本人が、苦労を重ねながら真面目に生活したことで、ブラジル人から尊敬されるまでになった

移民の方々との交流を通して、日本人が世界で活躍するヒント、世界の人々と協働・共生できるヒン

トを感じ取ることができた。

中学部２年修学旅行（ブラジルを世界一熱く語る中学生になれ）

　海外で旅行をするとなると、不安がつきものだ。ましてや、

治安が悪いと言われているブラジルで修学旅行を行うというこ

とは、「奇跡」に近いことである。全員が安全に健康で旅を終

えることが一番の我々の使命となる。“リスクを伴う南米”で

の修学旅行ということで、入念な下見、安全対策、リスクマネ

ジメントは、何度も打ち合わせをし、保護者とも確認を行った。

　その一方で、中学部の旅行先は、パ

ンタナールである。この場所は、世界

遺産に登録されている。世界最大の湿地帯であり、数多くの生き物が生息して

いる。絶滅危惧種も多く存在しており、こんな素晴らしい場所に行けることも

「奇跡」である。本当に学びが多い場所で、一生涯かけてもパンタナールを知

り尽くすことはできないくらい豊かな自然で溢れている。世界中を探しても、

パンタナールへ修学旅行に行く団体は、サンパウロ日本人学校しかない。

生徒たちには「パンタナールを世界一熱く語る中学生になれ」と言い、１

００日前から修学旅行の準備を始めた。修学旅行、２週間前にインフルエ

ンザが流行り、危機的状況ではあったが、無事修学旅行を終えることがで

きた。４日間のパンタナールでの修学旅行は、１００日間の準備を超える

ほどの感動があった。最終日に夕陽と共に現れた絶滅危惧種で見ることがジャガーよりも難しいと言

われているオオアリクイに出会った。忘れられないものとなった。生徒たちは、豊かな自然と深く向

き合う中で、豊かな心を育むことができた。



４　ブラジルの 歩き方（生活につ

いて）

　治安の悪いサンパウロで は、歩き方一つで自分の命を守る

ことができる。①キョロ キョロ歩く、②あいさつをしなが

ら歩く、③決して走っては いけない（強盗に間違えられる）、

④赤信号は無視してもよい、これら４つはブラジルで安全に生活していく上で大切なことであった。

ブラジルで生活するためには、身の守り方を十分に知る必要がある。治安が悪い一方、ブラジル人は

とても陽気でフレンドリーだ。笑顔でコミュニケーションをとっていくことで、受け入れられる。時

間がゆったりと流れ、少々約束を守らないところもあるが、とても素敵で“優しさあふれる国”であ

る。

最後に…

３年間様々な体験を通して、多くのことを学んだ。ブラジルでの学びを北海道の子どもたちに還元

していきたい。そして、地域を愛し、日本を愛し、他国を愛する“世界で輝く人材”を育てていきた

い。今回の赴任にあたり多くの方々にお世話になった。感謝の気持ちしかない。根室国際理解教育研

究会の皆様や上川管内国際理解教育研究協議会の皆様をはじめ、関わってくださった全ての皆様に心

よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。


